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鹿児島県南さつま市沿岸から得られた
九州初記録種を含む薩摩半島初記録の魚類 8種

望月健太郎 1・ジョン　ビョル 2・佐藤智水 3・山田守彦 4・松岡　翠 3・本村浩之 5

Eight fish species were newly recorded on the basis of col-
lected specimens from Minami-satsuma, Satsuma Peninsula, 
Kagoshima Prefecture, Japan. Among them, specimens of Seba-
stapistes fowleri (Pietschman, 1934) (Scorpaenidae) and Fowle-
ria vaiulae (Jordan and Seale, 1906) (Apogonidae) represent 
the first records of these species from Kyushu, and specimens 
of Paracirrhites arcatus (Cuvier, 1829), Paracirrhites forsteri 
(Schneider, 1801) (Cirrhitidae), and Halichoeres hartzfeldii 
(Bleeker, 1852) (Labridae) represent the first specimen-based 
records of these species from Kyushu.
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 Abstract

薩摩半島は九州南西部に位置し，西部から南部にかけ

て東シナ海，東部は鹿児島湾にそれぞれ面している（岩坪

ほか，2022）．岩坪ほか（2022）は鹿児島湾を除く薩摩半

島沿岸と鹿児島県本土の八代海沿岸の魚類相をまとめ，標

本もしくは水中写真を含めた写真資料に基づき 1,294種を

報告した．その後も同地域から追加種が報告されており

（Koreeda and Motomura, 2022；出羽ほか，2022a；樋口ほか，

2022；是枝ほか，2022b；是枝・本村，2022；佐藤・本村，

2022），これまでに本地域から記録された魚類の総種数は

1,303種に達する． 

2022年 8–9月にかけて，鹿児島県薩摩半島西岸に位置

する南さつま市沿岸で計 3回のダイビングによる調査が実

施された．その結果，九州沿岸初記録種を含む 8種の薩摩

半島初記録となる魚類の標本が得られたため，ここに報告

する．

材料と方法
標本の作製，登録，撮影，および固定方法は本村（2009）

に準拠した．標準体長（standard length）は体長または SL

と表記した．計測はノギスを用いて 0.1 mm単位まで行っ

た．リスト中の各種の学名と科の掲載順は本村（2022）に

したがった．フサカサゴ科の頭部の棘の名称は Eschmeyer 

(1969)を和訳した尼岡（1984）と本村ほか（2004）にした

がった．本報告に用いた標本と生鮮時の写真は全て鹿児島

大学総合研究博物館（KAUM）に保管されている．

フサカサゴ科 Scorpaenidae

Sebastapistes fowleri (Pietschmann, 1934)

プチフサカサゴ　（Fig. 1A）

標本　KAUM–I. 172864，体長 30.0 mm，鹿児島県南さ

つま市坊津町塩ヶ浦沖（31°15′16′′N, 130°13′59′′E），水深

11 m，手網，2022年 9月 8日，ジョン　ビョル．

同定　南さつま市産の標本は背鰭棘条数が 12であるこ

と，後頭部が狭く，後頭窩が浅いこと，前頭骨隆起が後方

で閉じた円形の隆起を形成すること，涙骨下縁の後方棘

が下方を向くこと，片鰓末端の背側がスリッド状ではない

こと，体側部が櫛鱗で覆われること，および側線が完全で

あり，尾鰭基部まで伸びることなどの特徴が Poss (1999)，

Motomura and Senou (2009)，Motomura et al. (2014)，およ

び Poss and Motomura (2022)の示したマダラフサカサゴ属

Sebastapistesの特徴と一致した．さらに本標本は胸鰭鰭条

数が 16であること，側線上方横列鱗数が 34であること，

口蓋骨歯をもたないこと，額棘をもたないこと，涙骨下縁

の後方棘が下方を向くこと，眼下骨棘を 2棘もつこと，主

鰓蓋骨下方棘の中央が隆起し，被鱗しないこと，体背面と

体側面が櫛鱗で覆われること，および小型（体長が 30.0 

mm）であることなどの特徴がMotomura and Senou (2009)
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およびPoss and Motomura (2022)の示したプチフサカサゴS. 

fowleriの特徴とよく一致したことから，本種に同定された．

分布　本種はインド・西太平洋に広く分布する（Poss, 

1999; Motomura and Senou, 2009; Poss and Motomura, 2022）．

日本国内からは静岡県伊豆半島，高知県沖ノ島，大隅諸

島（竹島・硫黄島・黒島・屋久島），奄美群島（喜界島・

Fig. 1. Fishes collected from Minami-satsuma, Satsuma Peninsula, Kagoshima Prefecture, Japan. A, Sebastapistes fowleri (Scorpaeni-
dae), KAUM–I. 172864, 30.0 mm SL; B, Fowleria vaiulae (Apogonidae), KAUM–I. 174053, 18.7 mm SL; C, Chaetodon nippon 
(Chaetodontidae), KAUM–I. 172867, 22.9 mm SL; D, Paracirrhites arcatus (Cirrhitidae), KAUM–I. 170831, 62.5 mm SL; E, 
Paracirrhites forsteri (Cirrhitidae), KAUM–I. 173699, 57.5 mm SL; F, Halichoeres hartzfeldii (Labridae), KAUM–I. 170824, 44.2 
mm SL; G, Suezichthys gracilis (Labridae), KAUM–I. 170814, 65.3 mm SL; H, Pseudobalistes fuscus (Balistidae), KAUM–I. 
170648, 50.7 mm SL.
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奄美大島・加計呂麻島・沖永良部島），伊江島，宮古諸島，

および八重山諸島（石垣島・与那国島）から記録されて

い た（Motomura and Senou, 2009; Motomura and Matsuura, 

2010；中坊・甲斐，2013；本村，2013, 2014, 2019a; Koeda 

et al., 2016; Motomura and Harazaki, 2017; Nakae et al., 2018; 

Motomura and Uehara, 2020; Fujiwara and Motomura, 2020; 

Jeong and Motomura, 2021；出羽ほか，2022b）．本研究によ

り鹿児島県薩摩半島沿岸からも本種が記録された．

備考　プチフサカサゴの記録は「分布」の項目に示し
た通りであり，南さつま市産の標本は本種の九州沿岸にお

ける初記録となる．

テンジクダイ科 Apogonidae

Fowleria vaiulae (Jordan and Seale, 1906)

シボリダマシ　（Fig. 1B）

標本　KAUM–I. 174053，体長 18.7 mm，鹿児島県南さ

つま市笠沙町片浦神ノ島東側（31°26′03′′N, 130°11′48′′E），

水深 3–20 m，手網，2022年 9月 26日，山田守彦・上野大輔・

松岡　翠・ジョン　ビョル・望月健太郎・佐藤智水．

同定　南さつま市産の標本は背鰭鰭条が VII-I, 9である

こと，臀鰭鰭条が II, 8であること，胸鰭軟条数が 13であ

ること，側線有孔鱗数が 9であること，背鰭前方鱗数が 6

であること，鰓耙数が 1 + 4であること，眼窩下縁や眼下

部が平滑であること，前鰓蓋骨縁が平滑であること，両顎

と鋤骨に小さな円錐歯をもち，犬歯状歯をもたないこと，

口蓋骨に歯をもたないこと，上主上顎骨が小さいこと，尾

鰭の上葉と下葉の後縁が丸みを帯びること，尾鰭最長軟条

が分枝すること，頭部と体部が櫛鱗で覆われること，側線

が 1本であること，側線有孔鱗が第 2背鰭下方で中断し，

その後は孔がある鱗が並ぶこと，体色が赤褐色で，眼後部

と眼下部に茶褐色の不明瞭な斑紋が眼を中心として放射状

に並ぶこと，および体腹面に発光腺をもたないことなどの

特徴がMabuchi et al. (2014)や Fraser et al. (2022)の示した

シボリ属 Fowleriaの特徴とよく一致する．さらに本標本

は胸鰭軟条数が 13であること，体色が赤褐色であること，

主鰓蓋骨上方に黒色斑をもたないこと，側線起部に小さな

黒色斑をもつこと，体側に不明瞭な茶褐色の横帯が並ぶこ

と，眼後部と眼下部に茶褐色の不明瞭な斑紋が眼を中心と

して放射状に並ぶこと，および背鰭，臀鰭，腹鰭，および

尾鰭に不明瞭な赤色斑と小さな白色斑が並ぶことなどの特

徴が Kuiter and Kozawa (2019)や Fraser et al. (2022)の示し

たシボリダマシ F. vaiulaeの特徴とよく一致したことから，

本種に同定された．

分布　インド・西太平洋に広く分布する（Kuiter and 

Kozawa, 2019; Fraser et al., 2022）．日本国内からは徳島県牟

岐，高知県柏島，男女群島，屋久島，奄美群島（奄美大島・

加計呂麻島・沖永良部島），渡嘉敷島，宮古島，および西

表島からこれまで記録されていた（林，2006；吉田ほか，

2011；林，2013; Motomura and Harazaki, 2017; Nakae et al., 

2018；吉田，2019；田中ほか，2020; Motomura and Uehara, 

2020）．本研究により鹿児島県薩摩半島沿岸からも本種が

記録された．

備考　シボリダマシの記録は「分布」の項目に示した
通りであり，南さつま市産の標本は本種の九州沿岸におけ

る初記録となる．

チョウチョウウオ科 Chaetodontidae

Chaetodon nippon Steindachner and Döderlein, 1883

シラコダイ　（Fig. 1C）

標本　KAUM–I. 172867，体長 22.9 mm，鹿児島県南さ

つま市坊津町塩ヶ浦沖（31°15′16′′N, 130°13′59′′E），水深

3–20 m，手網，2022年 9月 8日，松岡　翠・ジョン　ビョ

ル・望月健太郎・佐藤智水．

同定　南さつま市産の標本は背鰭鰭条が XIII, 19である

こと，臀鰭鰭条が III, 16であること，側線上方横列鱗数が

9であること，側線下方横列鱗数が 19であること，体形

が不等辺四角形であること，背鰭棘条部基部長が背鰭軟条

部基部長より長いこと，側線が不完全で，背鰭最終軟条下

方で中断すること，背鰭棘条部後半の基部が鱗鞘で覆われ

ること，臀鰭第 2棘が臀鰭第 3棘より長いこと，背鰭棘間

の基膜が三角形に切れ込むこと，背鰭中央部が著しく高く

ないこと，背鰭後縁が臀鰭後縁直下に位置すること，眼上

部に明瞭な暗色横帯をもたないこと，および背鰭軟条部基

部下方と臀鰭基部後方上方が黒褐色であることなどの特徴

が Burgess (1978)や島田（2013a）の示したシラコダイ C. 

nipponの特徴とよく一致したことから，本種に同定された．

分布　朝鮮半島，日本，台湾，中国，およびフィリピ
ンから記録されている（Burgess, 1978；島田，2013a；本村，

2022）．日本国内からは山口県日本海沿岸，伊豆諸島，小

笠原諸島，千葉県外房から九州南岸にかけての太平洋沿岸，

および大隅諸島（硫黄島・竹島・屋久島）から記録され

ていた（Motomura and Matsuura, 2010；河野ほか，2011；

島 田，2013a； 岩 坪，2013; Motomura and Harazaki, 2017; 

Iwatsuki et al., 2017；木村ほか，2017；小枝，2020；山崎，

2021; Jeong and Motomura, 2021；工藤ほか，2022; Koeda et 

al., 2022）．本研究により鹿児島県薩摩半島沿岸からも新た

に記録された．

備考　シラコダイの記録は「分布」に示した通りであり，
南さつま市産の標本は本種の東シナ海沿岸における初記録

となる．本標本は前鰓蓋骨，後側頭骨，および上擬鎖骨が

発達しており，骨板化していること，背鰭軟条部に黒色斑

をもつこと，および臀鰭軟条部の中央部に黒色横帯をもつ
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ことから，トリクチス幼生であると考えらえる（津本・木

村，2014）．

ゴンベ科 Cirrhitidae

Paracirrhites arcatus (Cuvier, 1829)

メガネゴンベ　（Fig. 1D）

標本　KAUM–I. 170831，体長 62.5 mm，鹿児島県南さ

つま市笠沙町片浦神ノ島北側（31°26′01′′N, 130°11′06′′E），

水深 3–25 m，手網，2022年 8月 2日，山田守彦・松岡　翠・

ジョン　ビョル・望月健太郎・佐藤智水．

同定　南さつま市産の標本は背鰭軟条数が 11である

こと，側線上方横列鱗数が 5であること，頬部鱗列数が

5であること，体が中程度に細長く，体長が体高の 2.4倍

であること，吻長が短く，頭長が吻長の 3.4倍であるこ

と，両顎に円錐歯が並び，上顎前方と下顎側方にそれぞ

れ 1対ずつ犬歯状歯をもつこと，口蓋骨に歯をもたないこ

と，すべての背鰭棘条先端にそれぞれ 1個の糸状突起をも

つこと，背鰭最長棘条間の基膜がやや切れ込むこと，お

よび尾鰭の後縁が丸みを帯びることなどの特徴が Randall 

(2001)と Gaither and Randall (2012)の示したホシゴンベ属

Paracirrhitesの特徴と一致した．さらに本標本は側線鱗数

が 45であること，鼻孔より前方の吻部が被鱗しないこと，

胸鰭第 2軟条が分枝しないこと，眼の後方に環状の黄色の

斑紋をもつこと，間鰓蓋骨上に 3本の短い橙色の横帯をも

つこと，および体側面中央上方から尾部にかけて白色縦帯

をもつことなどの特徴が Randall (2001)の示したメガネゴ

ンベ P. arcatusの特徴とよく一致したことから，本種に同

定された．

分布　インド・太平洋に広く分布する（Randall, 2001; 

Donaldson and Randall, 2022）．日本国内からは伊豆諸島

（三宅島・八丈島），豆南諸島，小笠原諸島，和歌山県田

辺湾，日向灘，大隅諸島（口永良部島・屋久島），トカラ

列島（口之島・中之島・平島・小宝島），奄美群島（奄美

大島・加計呂麻島・喜界島・徳之島・沖永良部島・与論

島），沖縄諸島（慶良間諸島・久米島），南大東島，宮古諸

島，および八重山諸島（西表島・与那国島）から記録され

ていた（松浦，2006a; Senou et al., 2007；坂井ほか，2009; 

Motomura and Matsuura, 2010；林・萩原，2013a；田代，

2014a; Kuriiwa et al., 2014; Koeda et al., 2016；吉野，2017; 

Motomura and Harazaki, 2017; Iwatsuki et al., 2017；木村ほか，

2017; Nakae et al., 2018; Mochida and Motomura, 2018；小枝，

2019; Motomura and Uehara, 2020; Fujiwara and Motomura, 

2020）．本研究により鹿児島県薩摩半島沿岸からも本種が

記録された．

備考　メガネゴンベの記録は「分布」の項目に示した
通りであり，九州沿岸においては日向灘からウェブサイト

に掲載された写真に基づき記録されたのみである（Iwatsuki 

et al., 2017）．そのため，南さつま市産の標本は本種の標本

に基づく九州沿岸初記録となる．

Paracirrhites forsteri (Schneider, 1801)

ホシゴンベ　（Fig. 1E）

標本　KAUM–I. 173699，体長 57.5 mm，鹿児島県南さ

つま市笠沙町片浦神ノ島東側（31°26′03′′N, 130°11′48′′E），

水深 3–20 m，手網，2022年 9月 26日，山田守彦・上野大輔・

松岡　翠・ジョン　ビョル・望月健太郎・佐藤智水．

同定　南さつま市産の標本は背鰭軟条数が 11であるこ

と，側線上方横列鱗数が 5であること，頬部鱗列数が 6で

あること，体が中程度に細長く，体長が体高の 2.7倍であ

ること，吻長が短く，頭長が吻長の 3.4倍であること，両

顎に円錐歯が並び，上顎前方に 2対，下顎側方に 1対の

犬歯状歯をそれぞれもつこと，口蓋骨に歯をもたないこ

と，すべての背鰭棘条先端にそれぞれ 1個の糸状突起をも

つこと，背鰭最長棘条間の基膜がやや切れ込むこと，お

よび尾鰭の後縁が丸みを帯びることなどの特徴が Randall 

(2001)と Gaither and Randall (2012)の示したホシゴンベ属

Paracirrhitesの特徴と一致した．さらに本標本は側線鱗数

が 48であること，鼻孔より前方の吻部が被鱗すること，

背鰭第 10棘が背鰭第 9棘よりやや長いこと，胸鰭第 2軟

条が分枝すること，眼の後方に環状の斑紋をもたないこ

と，および頭部から体側面前方上方にかけて暗色斑が散在

することなどの特徴が Randall (2001)の示したホシゴンベ

P. forsteriの特徴とよく一致したことから，本種に同定さ

れた．

分布　インド・太平洋に広く分布する（Randall, 2001; 

Donaldson and Randall, 2022）．日本国内からは伊豆諸島（三

宅島・八丈島），豆南諸島，小笠原諸島，和歌山県（田辺

湾・串本），愛媛県宇和海，高知県沖ノ島，鹿児島県薩摩

半島，大隅諸島（種子島・口永良部島・屋久島），トカラ

列島（口之島・中之島・平島・小宝島），奄美群島（奄美

大島・加計呂麻島・喜界島・徳之島・沖永良部島・与論

島），沖縄諸島（沖縄島・伊江島・慶良間諸島），南大東

島，宮古諸島，および八重山諸島（石垣島・西表島・与那

国島）から記録されている（Senou et al., 2006, 2007；松浦，

2006b；吉郷・中村，2008；坂井ほか，2009; Motomura and 

Matsuura, 2010；林・萩原，2013a；田代，2014b；小枝ほか，

2015; Kuriiwa et al., 2014; Koeda et al., 2016； 吉 野，2017; 

Motomura and Harazaki, 2017；木村ほか，2017; Nakae et al., 

2018；小枝，2019; Motomura and Uehara, 2020; Fujiwara and 

Motomura, 2020；小枝，2022）．

備考　ホシゴンベの記録は「分布」に示した通りであり，
九州沿岸においては鹿児島県薩摩半島から水中写真に基づ
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き記録されたのみである（小枝，2022）．そのため，南さ

つま市産の標本は本種の標本に基づく九州沿岸初記録とな

る．

ベラ科 Labridae

Halichoeres hartzfeldii (Bleeker, 1852)

キスジキュウセン　（Fig. 1F）

標本　2個体（体長 44.2–48.2 mm）：KAUM–I. 170642，

体長 48.2 mm，鹿児島県南さつま市笠沙町片浦高崎山沖

（31°26′17′′N, 130°09′21′′E），水深 3–25 m，手網，2022年

8月 2日，山田守彦；KAUM–I. 170824，体長 44.2 mm，

鹿児島県南さつま市笠沙町片浦神ノ島南側（31°25′52′′N, 

130°11′07′′E），水深 3–15 m，手網，2022年 8月 2日，山

田守彦．

同定　南さつま市産の標本は背鰭鰭条が IX, 11である

こと，側線有孔鱗数が 28であること，体長が体高の 3.9–4.1

倍であること，吻が著しく突出しないこと，口が筒状では

ないこと，両唇が肥厚しないこと，下顎に切れ込みをもた

ないこと，両顎歯が犬歯状歯であること，両顎歯先端部の

一対の歯がそれぞれ大きく，前方に突出しないこと，前鰓

蓋骨後縁が円滑であること，側線が完全であり，背鰭後半

下方で急下降すること，頬部と鰓蓋上方が被鱗しないこと，

胸部の鱗が体側中央部の鱗より小さいこと，背鰭起部が主

鰓蓋骨の後半上方に位置すること，背鰭棘間の基膜が伸長

しないこと，および体側に 1本の黄色の縦帯をもち，暗

色縦帯をもたないことなどの特徴が島田（2013b）の示し

たキスジキュウセン H. hartzfeldiiの特徴と一致したことか

ら，本種に同定された．

分布　西太平洋に広く分布する（島田，2013b; Victor, 

2016）．日本国内からは伊豆諸島，小笠原諸島，静岡県富戸，

和歌山県串本，高知県柏島，愛媛県愛南町，鹿児島県薩摩

半島，大隅諸島（竹島・口永良部島・屋久島），奄美群島（奄

美大島・加計呂麻島・与論島），沖縄諸島（沖縄島・伊江島・

水納島・慶良間諸島），宮古諸島，および八重山諸島（石

垣島・西表島）から記録されている（荒賀，2006; Senou et 

al., 2006, 2007；吉郷・中村，2008；西山・本村，2012；島田，

2013b；片山，2013; Motomura and Harazaki, 2017；木村ほか，

2017; Nakae et al., 2018；本村，2019b; Jeong and Motomura, 

2021；田代・古𣘺，2022）．

備考　キスジキュウセンの記録は「分布」に示した通
りであり，九州沿岸においては鹿児島県薩摩半島から水中

写真に基づき記録されたのみである（田代・古𣘺，2022）．

そのため，南さつま市産の標本は本種の標本に基づく九州

沿岸初記録となる．

Suezichthys gracilis (Steindachner and Döderlein, 1887)

イトベラ　（Fig. 1G）

標本　4個体（体長 29.4–65.3 mm）：KAUM–I. 170801，

体長 61.9 mm，KAUM–I. 170802，体長 29.4 mm，KAUM–I. 

170814，体長 65.3 mm，KAUM–I. 170815，体長 60.8 mm，

鹿児島県南さつま市笠沙町片浦神ノ島南側（31°25′52′′N, 

130°11′07′′E），水深 3–15 m，手網，2022年 8月 2日，山

田守彦．

同定　南さつま市産の標本は背鰭棘数が 9であること，

臀鰭軟条数が 10であること，尾鰭分枝軟条数が 12である

こと，側線鱗数が 25であること，側線上方横列鱗数が 1.5

であること，体が細長く，体長が体高の4.2–5倍であること，

口が筒状ではなく，下唇に切れ込みをもたないこと，眼

窩後方に 2–3列の鱗が並ぶこと，眼窩下方に 3列の鱗が並

ぶこと，胸部と体部の鱗が比較的大きいこと，背鰭基部と

臀鰭基部に鱗鞘をもたないこと，および側線が完全である

ことなどの特徴が Russell (1985)，Westneat (2001)，および

Russell and Westneat (2013)の示したイトベラ属 Suezichthys

の特徴と一致した．さらに本標本は臀鰭鰭条が III, 10で

あること，側線上方横鱗数が 1.5であること，眼窩後方に

2–3列の鱗が並ぶこと，眼窩下方に 3列の鱗が並ぶこと，

背鰭基部と臀鰭基部に鱗鞘をもたないこと，背鰭起部付近

に黒色斑をもたないこと，および尾鰭基底部に黒色斑をも

つなどの特徴が Russell and Westneat (2013)の示したイトベ

ラ S. gracilisの特徴とよく一致したことから，本種に同定

された．

分布　朝鮮半島，日本，台湾，中国，およびオースト
ラリアに分布する（Russell, 1985; Westneat, 2001；島田，

2013b；本村，2022）．日本国内からは青森県蓬田，富山湾

から九州北西までの日本海沿岸，伊豆大島，小笠原諸島，

千葉県館山湾から九州南岸にかけての太平洋沿岸，瀬戸内

海，対馬列島，長崎県野母崎，鹿児島県薩摩半島，屋久島，

奄美大島，および伊江島から記録されている（Senou et al., 

2006；田和・竹垣，2009; Motomura and Matsuura, 2010；清

水，2013；島田，2013b；竹内ほか，2015; Motomura and 

Harazaki, 2017; Iwatsuki et al., 2017; Nakae et al., 2018；本村，

2019b；園山ほか，2020；田代・古𣘺，2022；工藤ほか，

2022）．

備考　イトベラの記録は「分布」に示した通りである．
本種は鹿児島県薩摩半島沿岸から水中写真のみに基づき記

録されていた（田代・古𣘺，2022）．本研究では新たに同

地域から得られた標本に基づき本種が記録された．

モンガラカワハギ科 Balistidae

Pseudobalistes fuscus (Bloch and Schneider, 1801)

イソモンガラ　（Fig. 1H）
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標本　KAUM–I. 170648，体長 50.7 mm，鹿児島県南さ

つま市笠沙町片浦神ノ島北側（31°26′01′′N, 130°11′06′′E），

水深 3–25 m，手網，2022年 8月 2日，山田守彦・松岡　翠・

ジョン　ビョル・望月健太郎・佐藤智水．

同定　南さつま市産の標本は尾柄部が側扁すること，
口が端位であること，眼と鼻孔下方の間が窪むこと，両顎

歯が白色であり，前方に突出せず，先端付近に欠刻があり，

大きさがそれぞれ不揃いであること，頬部の前方が無鱗で，

後方が小さい鱗で覆われること，鰓蓋後部に骨質の肥大鱗

があること，および背鰭と臀鰭の上縁が丸みを帯びること

などの特徴がMatsuura (2001, 2022)の示したキヘリモンガ

ラ属 Pseudobalistesの特徴と一致した．さらに本標本は尾

柄部に小棘をもたないことと背鰭と臀鰭の上縁が丸みを帯

びることなどの特徴がMatsuura (2001, 2022)の示したイソ

モンガラ P. fuscusの特徴によく一致し，本種に同定された．

分布　インド・太平洋に広く分布する（Matsuura, 2001, 

2022）．日本国内からは兵庫県浜坂，小笠原諸島，南硫黄島，

神奈川県三浦半島から日向灘にかけての太平洋沿岸，男女

群島，屋久島，トカラ列島平島，奄美群島（奄美大島・沖

永良部島），沖縄諸島（沖縄島・伊江島・水納島・渡嘉敷島），

南大東島，宮古諸島，および八重山諸島（西表島・与那国島）

から記録されていた（松浦，2006c, 2019; Senou et al., 2006, 

2007；坂井ほか，2009; Motomura and Matsuura, 2010；林・

萩原，2013b; Koeda et al., 2016；吉野，2017; Motomura and 

Harazaki, 2017; Iwatsuki et al., 2017; Nakae et al., 2018; Koeda 

and Akita, 2018； 田 中 ほ か，2020; Motomura and Uehara, 

2020；下瀬，2021；村瀬，2021）．本研究により鹿児島県

薩摩半島沿岸からも本種が記録された．

備考　イソモンガラの記録は「分布」に示した通り
であり，九州沿岸からは日向灘からのみ記録されていた

（Iwatsuki et al., 2017）．Iwatsuki et al. (2017)は日向灘を大分

県佐賀関から鹿児島県大隅半島東岸までの海域と区分した

が，本種が記録された詳細な産地は示されていない．その

ため，南さつま市産の標本は本種の鹿児島県本土における

確かな記録となる．
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